
すべての子どもたちが安心して育つ社会へ 

特定非営利活動法人3keys  森山誉恵 

      ◆直近助成年度：Ｈ26年度   ◆助成額：2,861千円    

      ◆事業名：「格差の下にいる中高生たちへの学習ボランティアによる家庭教師派遣事業」              

１．NPO法人3keysとは 



親がいるからといって必要なものが届くとは限らない 

「頼る大人が周りにいない子どもたち」を対象に 

 【学習支援事業prêle】 

 虐待などで学習環境が十分でなかった 

子どもたちへの学習支援 

【子どもの権利保障推進事業 vine】 

学習に限らない相談や、 

支援機関への橋渡し 等 

 【啓発活動事業 伝える・変える】 

「Child Issue Seminar」の運営、 

 メディアや講演などでの発信 等 

年間150名 

小学生～高校生 

直接相談 年間20名 

間接支援 年間1200名 

講演24回、メディア30回 

東京都委員会参加 など 

※常勤4名、非常勤・アルバイト3名、ボランティアスタッフ50名、学習支援ボランティア 約300名  



2．学習支援事業 prêle 

学習遅れは突然おこるものではない 

＜幼少期＞ 
 

・絵本を読んでもらっ
たり、生活の中で言葉
を教わるなどの経験が
乏しい。 
・泣いたり、傷ついて
も誰も助けてくれない
という不信感。 

 

＜小中学生＞ 
 
・塾に行く子が多い中、
授業のペースについて
いけない。 
・わからないことがあ
っても、学校でも親に
も聞けない。 
・放課後は家でテレ
ビ・ゲーム・携帯くら
いしかやることがない。 

＜高校生～＞ 
 
・予備校どころか、模
擬試験や、受験料すら
支払ってくれない場合
も。 
・みんなと一緒に進学
したい気持ちと、早く
家を出たい気持ちや勉
強への嫌気との葛藤。 



 虐待で保護される場合、さらに特有の課題も 

 施設に保護される ≠ 自立まで保障される 



児童福祉施設と連携し、子どもたちの学習支援 

家庭教師型支援 
(中高生・15施設） 

教室型支援 
（小学生・3施設） 

チューター（家庭教師）派遣までの流れ 

 ＜特に多い依頼＞ 

•訪問型なため、学習意欲が高
くない/社交性が低い/トラブル
の可能性が高い/送り迎えがで
きない 等の子どもたち 

•通塾ができない中高生／通塾
だけでは不足している高校生 

•自立援助ホームの子どもたち
（高卒認定、高校再入学等） 

 



指導開始後のフォロー体制 

•指導の度に、チューターは
メールにて指導報告書を提出。
その管理・返信・フォローは
コーディネーター（3keys）が
担う。 

•トラブルの前兆などを確認
し、施設職員と連携して解決。 

•学習支援を超えた相談につ
いては、3keysの他部門（子ど
も相談部門）や、弁護士、他
機関と連携して対応。 

運営資金は寄付で、事業の改善は助成金(WAM)で 



3．子どもの権利保障推進事業 vine 

記事などを読んで、子どもたちから相談が来るように 

親から虐待を受けている。逃げたい 

どこに相談したらいいかわからない 

援助交際でお金を稼いでるけどやめたい 



3keysにも直接相談の窓口を設置 

 月に5件程度相談 

10代向け支援サービス検索・相談サイト「Mex（ミークス）」 

https://me-x.jp 



 

・ 中高生の高いスマホ所有率（中学生 76％、高校生 97％） 

・ 大人が思う以上に、ネットは子どもたちにとって身近な存在に。（データ参照） 

・ 一方で、虐待などで孤立する子どもたちの場合、親も孤立しているため、SOSが聞こえてこないこ 

  ともある。 

「Mex（ミークス）」 の背景にある社会変化 

http://www.daj.jp/company/release/common/data/2016/022201_reference.pdf 





① 子どもに支援団体の違

いや、自分に合ったか見分

けることは困難。 

② 子どもなりに検索して

も、見つかるのは支援団体

は見つからない 

③ 頼る大人が周りにいな

い子どもほど、支援団体に

たどり着きづらい 

「無料塾」 

約2000万件 



ふりがな対応 

カテゴリ検索や、 

フリーワード検索などが可能 



・年間5万人のアクセス 

・1200人が相談・支援につながる 

4．啓発活動や、その他の活動 



  高濱さん 

CISの実施例 

 

第3回  

次世代育成のための「働き方」と「企業のあり方 

出口さん 

CISの実施例 

第6回  元文部科学副大臣と考える、 

    理想の学校教育のあり方とは？ 



第11回  子どもと親のSOS どう発信しどう気づけるか 

     ～大阪二児置き去り事件から考える～ 

5．NPOの地域における社会的意義とは 



NPOの地域における社会的意義とは 

・「虐待」「孤立」の背景には、人への不信感、頼ってはいけないという思い 

 込み、自分への否定感情などがある。「虐待」「孤立」の前段階にある、「貧 

 困」「困窮」の段階で、助け合いや見守りをしていくことが、「虐待」「孤 

 立」の防止になる。 

 

・「虐待」「孤立」になってしまうと、支援の難易度が増す。「親」も状況を 

 隠したがるため、地域からより孤立し、子どもにも支援が行き届きにくくなる。 

  でも、発見・通報のためには地域社会の見守りは必須。 

 

⇒「虐待」「孤立」は、①地域社会 と、②地域を超えた支援団体・専門機関 

 が連携して解決していくことが大切。 

１．全国子どもの貧困・教育支援団体協議会にぜひご加入ください！ 

  学習支援、教師支援を行う団体のネットワーク。年会費は現在０円。 

２．Mex（ミークス）にぜひ掲載ください！ 

  東京で支援をしている団体は現在募集中！  

  東京以外の団体は2017年3月~募集予定です！  

  子どもへの支援を行っている団体はぜひ掲載申し込みをお待ちしています！ 

３．学習支援をしたいけれど、自団体では難しい団体はご一緒できる方法などを 

  模索できたらうれしいです！ 

みなさまとご一緒できること 



子どもたちの権利が守られるために、 

何かひとつでも今後につながれば幸いです。 

 

ご清聴ありがとうございました！ 


